
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 15 状態変化② 

 
問題 

（静岡県） 

解答は次のページ 

状態変化に関して，後の問いに答えなさい。 



  

 

 

     

① 例えばコップに水を入れ，ふたをしないで放置すると，コップの水が表面から蒸発して水が減る。

同様に，加熱前のフラスコ表面の混合液が蒸発し，□X の付近ではエタノール分子と水分子がとも

に飛び回っている。なお，蒸発は液体の表面で起こる気化，沸騰は液体の内部で起こる気化のこ

とである。 

 ア 

 

② a 試験管 A の中の液体はよく燃えたことから，水に対するエタノールの割合がもとの赤ワインと

比べて大きいことがわかる。これは，エタノールの沸点は約 78℃で，水の沸点の 100℃より低い

ため，最初に集まる液体中にはエタノールが多く含まれるためである。 

 ア，理由：エタノールの方が水より沸点が低いため。 

 

b 試験管 A，B，C となるにつれ，水に対するエタノールの割合は小さくなる。一方，エタノール

の密度は水の密度の 0.79 倍なので，エタノールの割合が大きいほど液体 1cm3あたりの質量は小

さくなり，密度は小さくなる。これに対し，エタノールの割合が小さいほど液体 1cm3あたりの

質量は大きくなり，密度は大きくなる（水の密度 1.0g/cm3に近づく）。 

 ウ 

 

c 試験管 B の中の液体の密度は，0.87g/cm3なので，1cm3あたりの質量は 0.87gとなる。このうち

の 70%がエタノールの質量なので，求めるエタノールの質量は，          ≒0.61〔g〕 

 0.61g 

 

塾技 15  補充問題 解答・解説 
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